
 

  

 

 

 

 

 

 

 

2017年11月1日（水）から2018年1月8日（月・祝）まで、六本木ヒルズ・森アーツセンターギャラリーにて開催さ

れる「THE ドラえもん展 TOKYO 2017」。本展では、日本の現代美術を牽引するアーティスト 28 組が参加し、ドラえもんと

現代アートの競演が実現します。本展は、ドラえもんを通じて現代アートの“いま”を切り取る展覧会と言えるでしょう。 

 

開幕前日の10月31日（火）に開会式が行われました。 

開幕式では、本展のメインビジュアル『あんなこといいな 出来たらいいな』を出

展される村上隆さんが登壇され、「前回（2002 年）の作品では、ドラえもんを

はじめとするキャラクターたちがタケコプターで空を飛ぶ姿を描きましたが、今回、

再び依頼を受けてどのような作品にするか色々と考えました。考え抜いた結果、

藤子・F・不二雄先生がどれだけの想いを込めてドラえもんという作品を造り上げ

たのかがキーになると気づき、今回、藤子先生の姿を作品で描かせていただきま

した。“芸術”とは何ぞや、という問いかけをこの作品にも込めているので、是非楽

しんでください。」とお話ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラえもんと現代アートの競演が実現！ 

「THE ドラえもん展 TOKYO 2017」がついに開幕！ 

 

＜村上隆さん＞ ＜開幕式に出席された、参加アーティストの皆さん＞ 

＜村上隆さん＞ 


